
CAzdq片/toraにbける細胞膜の透過性分化

中沢信午*

S. NAKAZAWA: Permeability differentiation in the 
cell-wall of Cladophora 

PRA T (1931， 1932)の実験によると Cladothoraの細胞は頂部で最も強〈

生体染色され，全体として各細胞に頂基勾配がみられるs 筆者の実験 (1953)

においても，やはり頂部の細胞ほど速やかに染色される。筆者はこれを全体

として細胞の透過性が頂部に近いほど高いためと説明した。ScHOSER(1956) 

は CladoPhoraの分離した細胞について，その再生を研究し，分離した単細

胞を塩基性色素で染めると，本米の主主部において最も染色性が大きいことを

示した。とれらの事実はαadoρhoraの細胞には明らかに極性が存すること
を意味している。今回筆者はαadoρhoraの分離した細胞について塩基性色
素で生体染色を行い，面白いことには原形質艇でなくて細胞膜の透過性が部

分によって兵なることを見出したので，これを報告し，分離しない intactな

場合における頂端部の特災な染色を説明しようと忠弘

1957年 4月， 浅虫臨海実験所近くの岩礁から採集した Cladoρhora

ulriculosaおよび Cl.stimpsoniiの校の先端部を約lcmの長さに切りとり，

これをガラス鉢の海水に置いた。約1時間後にこれらの材料を実験に供した。

各組!胞を1倒ゴつ，または2個あるいは3個をひとまとめにナイフで切りは

なし，生体染色を行った。染色には中性赤，サブラユン，ヤヌス緑Bをそれ

ぞれ0.1%の原液として蒸溜水にとかし，これを pH8.2の海水10ccに対し

て1-2消の割合でうすめた液を用いた。材料は染色液中に約30分浸してか

らとり出してしらペた。

生体染色の結果をÎliJうために，原形質l止出の実験も行われた。 ~f;王者はさ

きにFucusの卵について原形質i仕出をおこしやすい部分で生体染色のおこり

やすいことを見出したからである (1957)0 この実験には材料をスライドガラ

スの上にとり，蒸溜水をかけて直ちに観察した。

切りはなされない intactな細胞，つまり thallusでは，頂端細胞の頂部

から各色素について染色がはじまり，しだいに全体におよんでゆく f図la)。
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細胞を切りはなすと染色は異なってくる。

頂端細胞はもしその外がわに隣接細胞のプ

ラズムの残骸が附着していると，染色は

intactな細胞と閉じく頂端部にはじまる

(陸11b)。 また隣接細胞のプラズムの残骸は

頂部の染色よりも早く染色しはじめる。も

し隣接細胞のプラズムが残っていないとき

には頂部と基部とで同時に染色しはじめる

(図 lc)。

頂端細胞以外の細胞では，もし両隣り

の細胞のプラズムが残っているときには，

その残骸プラズムのみが最もよく染色し，

やがて全体が一様に染色する(図 ld)。しか

し， どちらか一方の似11で隣りのプラズムが

残っていない場合には染色はその部位から

はじまる(図 1針。したがって両隣りともプ

ラズムの残骸がないときには，両端から染
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図1. Cladophora uかiculo8ιの

申性赤による生体染色.a) intactな
場合;b)切りはなした頂鮒細胞，第

2細胞のプラズムが残っている c)
同上，第2細胞のプラズムが残って
いない:d)第2細胞，両隣りのプラ
ズムが残っている;e)同上，碁笥111:

第8細胞のプラズムが残っている;

f)向上，隣りのプラズムが残ってい
ない;g) 2個つづいた細胞;h) 8似
つづいた細胞.(点々 は敗色を示す，

模式図)

同時にはじまる。つまり板性を示さない。 211M以

上の細胞がつづいていて，その両端が切りとられ

たとをも結果は同様である(図 19，h)，。

制胞を蒸溜水にいれると， しばらくして膨圧

が高まって弱いところから破裂し，プラズムはIU:

逮 1:11される(jき12針。そのIU:HJ部は生体染色の場合と
同じくTyj端細胞の頂部でおこる。しかし制胞を 1

a 巴22

図 2. Cladophora 
叫triculosaの原形質吐出.
a) inta巴tな場合 b)単離
した頂糊細胞; c)同上 d)
第2細胞 e)8倒つづいた
細胞絞式図)

個切りはなしてしまうと，隣接制胞のプラズムが

附着しているかきfり，そこではl仕出がおこらない

が，もし附着していないと，そとからl止出がおと

る(/さI2b， c， d)o IU:出は生体染色とやや b'~ なり， 1 
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倒の細胞で両端からおこることはない。一端がi波れるとそこで吐出がおこり，

直ちに膨圧が下って他端にカがかからなくなるからである。しかしどちらの

端でI!上出がおとるかは細胞本来の頂基能性とは全然関係がない。 2個以上つ

づいた細胞のi河端を切りはなしたときには， l河端からl止出がおこる(図2e.'.

もちろん隣りのプラズムが附着していればそこではl止出がおこらない。

以上の事実を次のように説明できる。まず細胞の一端からはじまった染

色が時聞と共に細胞全体におよぶことは，細胞の透過性が部分的に巣なるこ

とを示している。この透過性は細胞を切りはなさない場合には頂端細胞の頂

部で最も大きくあらわれるが，切りはなすとやや異なってくるロそれは切り

はなされた部分で最大にあらわれる。しかし切りはなされた面に異物が附着

していると，それによって染色は妨げられ，透過性が小さくあらわれる(図

lb， d， e. f)。したがってまた.2倒の細胞が相つらなって，その両端を切りは

なしたときには，細胞が相接するところでは両端よりも染色がおくれる(図

19.h¥これらの事実は原形質膜の透過性は分化をおこしていないが，細胞膜

の透過性が横膜と縦膜とで異なり，横膜においてより大きいことを示してい

る。そして，頂端細胞D頂部は被膜とその性質がひとしいこともわかる。つ

まり intactな場合に頂端部で特に染色がすみやか込おこるのは，この部分で

横映が露出しているためで，第2細胞以下で染色がおくれるのは， tbi肢が隣

接細胞によってカパーされているからと思われる。原形質l止出の実験からも

横膜と縦l炭とは性質を34にすることがわかる。ただしこの結果は Fucusの卵

で染色されやすい部位でl止出がおこった場合 (r仏KAZAW A 1957)とは根本的

に異なるロ Fucusでは水に対する原形質牒の透過性であり .CladoPhoraで

は細胞膜の透過性のちがいである。これらの事から. intactな場合には頂端

部で透過性の大きくあらわれるのは，原形質映でなく制胞膜の性質にもとづ

くものであり，切りはなした制胞では械l慌のところで透過性が向いのも細胞

映の性質の差b'~.によるものと考えられる。

Summary 

C911s of Cladophoγa utricul08αand Cl. stimpsonii were stained vitally with 
Janus green. neutraI red. and with safranin. As a result. it was foundぬat
in the intact material the staining began at the tip of the apical cell and 
spread towards the baS9 until the whole stained uniformly. In isolated cells. 
however. the staining began at the isolated end where the cell was bounded 
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with the transversal cell wall. The哩efacts indicate that the presence of 
diぽerentialpermeability can be attributed not toぬepermeability of仙e
plasm membrane but to that the transversal cel1 wal1 is much more permeable 
for various substanees than the longitudinal cell wall. When the in切ctma-
terial 日immersedin distilled water. plasmoptysis occurs at the tip of the 
apical cel!. but in isolated eel1s it occurs at the isolated end. Hereby. it seems 

that the transversal cell wall is much more fragile than tbe longitudinal eell 

wall. 
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オゴノリ属の1種に見られる
雄性生殖業の特異性

近江彦栄*

H. OHMI: On aberrant antheridial coneeptaeles 
found in GracUa行αhe叫γ匂uesianaHARIOT 
from the Gold Coast， Afriω 

日本))j:海産のオゴノリ属植物及び近縁種の分類について研究中，アプリ

カ貸金海岸(現在のガーナ国llii!.ーのオゴノリ頬の版業楳本多数を，アチモタ大

学の G.W.LAWSON博士の厚意によって倍賞する機会を得たが，その大部分

は同氏によって Gracilariahenriquesiana HARIOTに，他は G.feroxJ. AG. 

及び G.verrucosa (HUDS.) PAPENFUSSに同定されているものである。この G.

henriquesianaの標本には雌性体，雄性体及び四分胞子体のいずれも成熟し

たものが見られるが，雄性生勉築の構造が:tゴノリ属の他の種類とはかなり

骨北海道大学水産学部
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